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イノベーション創出都市 変貌する深圳 
 





ている。平均年齢も 30 才台前半と若く、活気あふれる街へと変貌している。 
華南地域の発展を支えたのは、内陸地域からの出稼ぎ労働者を活用した委託加工生産モデル
にある。この中から国際的な ODM、EMS 企業がエレクトロニクス・IT（以下 IT と表現した
場合は、エレクトロニクス・IT を指す）分野で出現し、国際市場からの需要搬入機能を持つ彼
らを中核とする産業集積が、深圳から東莞を軸とする華南地区に形成されてきた。そして、彼


























































































向は 2000 年代半ばまで続いたことがわかる。市内 GDP（GNP）に占める製造業のシェアは
2005 年に 50％を占めるまで年々上昇し、それ以降は低下している。 
 
図表２ 深圳市 産業別 ＧＤＰ推移（１９９０－２０１５年） 
（単位：億元、％）
1990 1995 2000 2005 2010 2015
第１次 7 12 16 10 6 7
第２次 77 422 1,086 2,643 4,521 7,208
第３次 88 408 1,086 2,299 5,246 10,288
合計 172 842 2,187 4,951 9,773 17,503
工業 64 337 963 2,493 4,230 6,743
卸小売 15 78 227 520 1,069 2,023
金融 24 89 222 306 1,317 2,502
不動産 9 67 159 445 750 1,564
第１次 4.1 1.5 0.7 0.2 0.1 0.0
第２次 44.8 50.1 49.7 53.4 46.3 41.2
第３次 51.1 48.4 49.6 46.4 53.7 58.8
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
工業 37.6 40.0 44.0 50.3 43.3 38.5
卸小売 8.9 9.2 10.4 10.5 10.9 11.6
金融 14.0 10.5 10.1 6.2 13.5 14.3
不動産 5.3 8.0 7.2 9.0 7.7 8.9
　資料：『深圳統計年鑑』各年版  














図表３ 深圳市 区別 ＧＤＰ推移（２０００－２０１５年） 
（単位：億元、％）
福田区 503 23.0 1,034 20.9 1,879 19.2 3,256 18.6
羅湖区 294 13.4 530 10.7 1,036 10.6 1,728 9.9
塩田区 51 2.3 147 3.0 288 2.9 486 2.8
南山区 504 23.0 1,136 23.0 2,046 20.9 3,716 21.2
宝安区 468 21.4 1,174 23.7 2,691 27.5 4,948 28.3
龍岡区 369 16.8 929 18.8 1,833 18.8 3,369 19.2
合計 2,187 100.0 4,951 100.0 9,773 100.0 17,503 100.0
　資料：図表２に同じ




（GDP2,642 億元）、光明新区（同 671 億元）、龍華新区（同 164 億元）の３区に分割されてい
る。また、北部に位置する龍岡区には、2009 年に坪山新区を新設。現在は、新龍岡区（GDP2,637


































図表４ 広東省 製造業 製造業研究開発動向（２０１０－２０１４年） 
2010年 2013年 2014年 2015年
研究機構企業数（件） 2,557 2,690 2,908 5,002
工業企業内シェア 4.8% 6.5% 7.1% 11.9%
研究機構数(件） 359,746 530,551 544,906 534,293
R＆D　PJ数（件） 28,423 46,948 42,941 37,375
新産品開発経費（億元） 690 1,398 1,623 1,831
　資料：『広東統計年鑑』各年版  
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産業の集積に裏付けられている。 
 
図表５ 主要都市別 製造業Ｒ＆Ｄ活動人員 内部Ｒ＆Ｄ活動経費推移 
単位：人。％
広州 47,296 13.2 74,008 13.9 80,623 14.8 82,594 15.5
深圳 160,148 44.6 187,045 35.3 176,345 32.4 174,953 32.7
東莞 36,064 10.0 53,258 10.0 58,752 10.8 59,469 11.1
恵州 9,460 2.6 18,678 3.5 20,010 3.7 24,376 4.6
佛山 40,890 11.4 75,852 14.3 78,933 14.5 68,198 12.8
中山 20,608 5.7 37,857 7.1 38,551 7.1 38,488 7.2
広東省計 359,476 100.0 530,551 100.0 544,906 100.0 534,293 100.0
　注：活動人員数（実数）を集計
　出所 ： 『広東統計年鑑』各年版
北京 38,675 2.2 79,368 2.4 57,761 2.2 50,773 1.9
天津 38,805 2.2 93,313 2.8 79,014 3.0 84,291 3.2
上海 66,408 3.8 116,806 3.5 93,868 3.6 94,981 3.6
広東 （未調査） （未調査） 424,872 16.1 411,059 15.6





R&D経費内部支出 R&D経費内部支出 R&D経費内部支出 R&D経費内部支出
広州 119 16.9 171 13.8 193 14.0 212 14.0
深圳 314 44.6 533 43.1 588 42.8 673 44.2
東莞 50 7.0 98 7.9 115 8.4 127 8.3
恵州 18 2.5 52 4.2 55 4.0 60 3.9
佛山 92 13.1 161 13.0 183 13.3 193 12.7
中山 35 5.0 61 4.9 66 4.8 69 4.6
広東省計 704 100.0 1,237 100.0 1,375 100.0 1,521 100.0
北京 106 2.6 213 2.6 234 #DIV/0! 244 2.4
天津 139 3.5 300 3.6 323 #DIV/0! 353 3.5
上海 238 5.9 405 4.9 449 #DIV/0! 474 4.7
（小計） (483) (12.0) (918) (11.0) (1,006) #DIV/0! (1,071) (10.7)
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広東省 2,035 187 1,796 10 43 182 132 6 26 18 2,218
江蘇省 2,027 153 1,746 12 115 71 26 12 22 11 2,098
浙江省 1,131 79 1,033 2 17 80 27 6 42 6 1,211
北京 1,485 803 564 32 86 108 48 11 37 3 1,593
上海 1,049 375 631 16 28 70 13 4 38 15 1,119



















広東省 13.0 5.9 15.1 9.7 8.4 20.5 34.6 5.3 9.2 19.8 13.4
江蘇省 12.9 4.9 14.6 12.1 22.6 8.0 6.8 10.5 7.8 12.2 12.7
浙江省 7.2 2.5 8.7 2.0 3.3 9.1 7.0 5.3 14.9 6.2 7.3
北京 9.5 25.6 4.7 31.2 16.9 12.2 12.5 10.2 12.9 3.8 9.6
上海 6.7 11.9 5.3 15.7 5.4 7.9 3.4 3.5 13.5 16.5 6.8
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図表７ 深圳市 人口推移概要（１９９０－２０１５年） 
（単位：万人、％）
年末常駐人口 168 100.0 449 100.0 701 100.0 828 100.0 1,037 100.0 1,078 100.0 1,138 100.0
戸籍人口 69 40.9 99 22.1 125 17.8 182 22.0 251 24.2 332 30.8 355 31.2
非戸籍人口 99 59.1 350 77.9 576 82.2 646 78.0 786 75.8 746 69.2 783 68.8
出生率 16.11% 13.23% 14.68% 12.64% 14.50% 19.89% 19.64%
死亡率 2.79% 1.78% 2.55% 1.41% 0.92% 2.41% 1.28%
福田区 78 11.2 117 14.1 132 12.7 136 12.6 144 12.7
羅湖区 64 9.1 86 10.4 92 8.9 95 8.8 98 8.6
塩田区 12 1.8 22 2.6 21 2.0 22 2.0 22 1.9
南山区 50 7.2 92 11.1 109 10.5 114 10.5 129 11.3
（宝安区計） (132) (18.8) (332) (40.1) (451) (43.4) (421) (39.1) (441) (38.8)
　新宝安区 274 25.4 286 25.2
　光明新区 50 4.7 53 4.7
　龍華新区 143 13.3 151 13.3
（龍岡区計） (96) (13.7) (180) (21.8) (232) (22.4) (244) (22.6) (254) (22.4)
　新龍岡区 198 18.3 205 18.0
　坪山新区 33 3.1 36 3.1
　大鵬新区 13 1.2 14 1.2
【参考】東莞
年末常駐人口 176 100.0 336 100.0 645 100.0 656 100.0 822 100.0 834 100.0
戸籍人口 132 75.1 144 42.7 153 23.7 166 25.2 182 22.1 191 22.9
非戸籍人口 44 24.9 193 57.3 492 76.3 490 74.8 641 77.9 643 77.1
外来暫住人口 66 37.5 142 42.3 255 39.5 585 89.2 411 50.0 - -
資料：『深圳統計年鑑』『東莞統計年鑑』各年版





莞の非戸籍人口シェアが 2000 年と 2014 年でさほど変わらないとのは大きな違いである。これ
らより、出稼ぎ労働者に依存する体制は、深圳では 2000 年頃に曲がり角を迎えていたことが
わかる。 

































































フト開発や SI の拠点を南山区に構える。 
設立当初は香港から電話交換機設備を輸入し内陸地域に販売するところからビジネスを開
始し、その後無線通信基地設備や端末機器を自社開発、今日では HUAWAI ブランドのスマー
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トフォン・メーカーとしても国内外で知られる。ソフト部門の充実もあり、従業者数は世界全
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ZTE ブランドの端末機器も開発製造しており、世界的な ICT ソリューションプロバイダーと








騰訊（Tencent）は時価総額３兆 6378 億元（2018 年４月末現在、約 476 億ドル）で、阿里
巴巴の 452 億ドルを上回り Facebook の 497 億ドルに迫っている８）。中国版 LINE の We-Chat
を運営し、あわせて We-Chat-Pay と呼ばれる決済サービスを提供するフィンテック企業でも
ある。 
 百度（Baidu）は時価総額 877 億元（2018 年４月末日現在）。中国版 Google とも呼べる中











済開発特区に指定された後の 1983 年に深圳大学が開校する。 
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図表８ 深圳市内大学一覧 
 
















左：ビル全景 右上：ビル１F    右下：ビルからの外観 
筆者撮影（2016 年 9 月 1 日） 




















 海外留学生の帰国を奨励し科学技術の向上を目指す国家レベルでの動きは 1996 年にはじま
るとされ、その後時間をかけて地方にもこの政策が浸透し、その支援施設として、各地で留学
生創業園が設立される 10）。広東省で 1998 年７月に広州経済技術開発区内に留学人員創業パー
ク有限公司が設立されるが 11）、深圳では、2000 年 10 月に深圳高新区に深圳市留学生創業園に
設立される。 
 深圳高新区内に設立されたため、国家科技部が認定する国家更新技術創業サービスセンター
と位置付けられ、イノベーション施設と供用している面積は 33,000 ㎡に至っている。 
 
生物孵化器（バイオＶＢ創業支援施設） 






























筆者撮影（2016 年 9 月 1 日） 
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写真７ 華強北の電子部品街 
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 華南地区の IT 産業（ハード製造）では分厚い産業集積が形成されているものの、有象無象
の製造業者が乱立しているといった表現があう状況にある。したがって、こうした方案公司の
活躍する領域は広いと考えられる。後述する民間企業もこうした機能を抱えていることが、グ
ローバル企業と華南 IT 製造業とのリンゲージ機能を担えている要因と言える。 
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（２）量産製造業からの転換を図る民間企業   
 「世界の工場」と呼ばれるようになって久しいように、華南地区 IT 産業の集積は、グロー
バル市場に対する量産供給機能を果たしてきた。量産の効率性を追求し受注を確保してきた







































 桂輝有限公司（Ｋａｙ Ｂｒｉｇｈｔ） 
 桂輝は 2001 年に日本人オーナー赤松氏によって設立された香港企業を持ち株会社とし、深
圳市郊外の龍華新区觀瀾にて EMS 事業を展開している。深圳拠点の総経理を務める曽田氏は、















 桂輝が EMS 企業として実行してきた可視化（クリア）は、先にみた方案公司につながる活
動である。経営陣が日本人であるという安心感に加えて、EMS 企業として培った IT 関連部品
メーカーとのネットワークや自社製品の販路開拓で培ったノウハウを提供することで、日本企
業と中国企業とのリンケージ機能を果たしている。 
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（３）ベンチャー企業の資金調達 












図表９ 中国 主要省別 ＶＣ投資額（２０１６年） 
① ② ②/①
VC数 投資案件 投資額 投資強度
（先） （件） （億元） （万元）
広東省 65 244 831 5,741
北京市 68 405 1,229 2,720
江蘇省 518 463 294 1,174
浙江省 232 780 1,729 1,200
全国計 1,551 2,438 n.a. n.a.
　資料：『広東省創業投資行業発展報告2016』  
 










このグループ組織図は図表 10 のとおりであるが、筆者は 2017 年３月にグループ傘下の高新投
融資担保公司（信用保証会社）南山業務部でヒアリングする機会を得た。この南山業務部は深
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圳市軟件産業基地に立地し、2014 年に開設、2015 年 6 月から営業を開始している。図表 11
にあるように信用保証業務以外の投融資事業については、グループ内企業などへの取り次ぎを
行っている。 
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融資・金融商品担保 年間目標 1000 億元 
保証・担保業務 年間目標 1000 億元、基幹事業、全国展開 
保証金基金：数百億元規模 
債券担保：上場債取扱いもあり数百億元規模 今年度収益 3 億元 
政府資金担保 
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経済評論社（Kenny, M.（ed.）［2000］Understanding Silicon Valley: The Anatomy of an 
Entrepreneurial Region, Stanford） 
木村公一朗［2016］「中国：深圳のスタートアップとそのエコシステム」アジア経済研究所ウェ
ブサイト（http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Download/Overseas_report/1605_kimura. 
html）2016 年 8 月 16 日閲覧 
清成忠雄編訳［1998］『企業家とは何か』東洋経済新報社 
劉 永鴿［2015］「中国通信機器多国籍企業の国際化戦略 : 華為技術と中興通訊のケースを中












振興財団 新産業政策研究所「新産業政策研究かわさき 2018」 
―――［2014］「日本企業と中国・華東地域の機械金属産業集積」公益財団法人川崎市産業振
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【中国語文献】 










                                                          
１）関［2009］p.78-79 で 1990 年前後の三田工業向け部品メーカーの華南進出動向をまとめている。また、
佐藤［2003］は当時の深圳に進出した日系企業の苦難を小説で描いている。 
２）関［2002］ 
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20）清成［1998］p.157 
21）遠山［2018］では、日本のイノベーション創出力を向上させるためにアイデアソンの重要性を説き、そ
れを川崎発で実施すべしと提言している。あわせて、日本だけでアイデアが出にくいとか、ハードメーカー
の協力を得られないといった状況が出現するようであれば、深圳との協業も検討すべきと主張している。 
